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1.　生 活時 間構造 は拘束的 な労働時間の影響 を強くう

け る。主 婦の家事 労働は半拘 束的 生活であるが， これが

家族構成(末子 の年令や家 族員 数)によっ てどう変 るか，

また， 自覚症状 はどうかを知 る た め に 本調査を行なっ

た。

2･　 ㈹調査対 象は東 京都内居住 者で，職業 労働を持た

ない主 婦とし，末 子の年令 によって６群 に分け， 夫妻の

みの家庭 を加え て調査し た。(Ｂ)調査 時期は昭和43 年 度

冬 季であ る。剛調査方 法は就 学児の家庭 は家庭科 教師の

協力を得，未就 学児 の家庭 は団地 の住民 登録簿により対

象家 庭を採録し， 個別訪問し，両 調査票の記入を依頼 し

た。 幼稚園の協力 が得られなかったので，予定 数を得る

ため小 学１年生 の家庭 に依頼し たが， 有効数が少なく，

幼児(2 ～5 才) の家庭 が少ない。

3.　(A)子どもの年令 の小 さいほど家事 労働時 間が長 く

な る傾向 がみられ，0 才児 の家庭 が平 日も休 日も最も長

く，幼児 の家庭以外 とは有意差があ る。㈲これ と対照的

に，夫妻 のみの家庭は当然 のこ とながら最も短 かく，平

日も休 日も他の ６群と有意差 があ る。(C)小 学生 の家庭 は

低学年 と高学年に分け たが，低学年 の家庭 は子 どもの世

話・洗濯 の時間 が多 く，高学年の家庭は裁縫・炊事な ど

が多 くなって家事労働時間 としては大差がない ので一括

し た。(Ｄ冲 学生・高校生の家庭の家事労働時間には大差

が認められなかった。


